
  

 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

     
 

   

 
 

 

         
 

      

鹿
島
参
宮
鉄
道
（
参
宮
線
）
1924
年
～
1965
年 

 
 

鹿
島
鉄
道
の
ル
ー
ツ
と
な
っ
た
鹿
島
参
宮

鉄
道
は
、
鹿
島
・
行
方
地
域
の
振
興
開
発
と
鹿

島
神
宮
参
詣
と
の
交
通
路
線
と
し
て
計
画
・
立

案
さ
れ
、
1924

年
に
石
岡
～
常
陸
小
川
間
が
開
業

し
、
１
日
７
往
復
の
客
貨
混
合
列
車
が
走
り
始

め
ま
し
た
。
1926

年
に
は
、
さ
ら
に
常
陸
小
川
か

ら
浜(

現
行
方
市
浜)

ま
で
路
線
が
延
び
、
乗
客
増

加
を
図
る
た
め
に
桃
浦
水
泳
場
も
開
設
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
鹿
島
神
宮
ま
で
の
延
伸
は

断
念
し
、
代
わ
り
に
船
舶
輸
送
を
企
図
し
、
水

陸
接
続
と
な
る
浜
駅
に
入
り
江
を
設
け
て
専

用
埠
頭
を
建
設
し
、
1927
［
昭
和
２
］
年
か
ら
は
、

汽
船｢

参
宮
丸｣

・｢

霞
丸｣

・｢

鹿
島
丸｣

に
よ
る

浜
～
麻
生
～
牛
堀
～
潮
来
～
鹿
島
大
船
津
間

の
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
鉄
道
は
、
1928

年
に

浜
～
玉
造
町
間
が
、
翌
年
に
は
玉
造
町
～
鉾
田

間
が
開
業
し
、
全
線
が
開
通
し
ま
し
た
。
汽
船

に
よ
る
佐
原
航
路
も
新
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
船

舶
部
門
は
1931

年
に
水
郷
遊
覧
汽
船
に
売
却
さ

れ
ま
し
た
。 

        
 

         

1937

［
昭
和
12

］
年
に
日
中
戦
争
が
勃
発
す
る

と
、
戦
争
遂
行
の
た
め
、
石
油
の
確
保
が
最
重

要
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
ガ
ソ
リ
ン
は
、

航
空
機
燃
料
と
し
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
と
し
て
、
必
要
度
が
急
速
に
増
大
し
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
ガ
ソ
リ

ン
に
混
入
し
て
使
用
し
、
ガ
ソ
リ
ン
不
足
を
補

う
策
が
採
用
さ
れ
、
石
岡
に
も
国
営
の
水
戸
地

方
専
売
局
石
岡
酒
精(

ア
ル
コ
ー
ル)

工
場
(注 1)(

跡

地
は
現
在
の｢

ピ
ア
シ
テ
ィ
石
岡｣

)

が
建
設
さ
れ
、
1938

年

に
生
産
を
開
始
し
ま
し
た
。
原
料
は
サ
ツ
マ
イ

モ
。
大
煙
突
か
ら
は
黒
い
煙
が
立
ち
上
り
ま
し

た
。
1940

年
に
は
、
原
料
搬
入
と
製
品
積
み
出
し

と
の
た
め
に
、
石
岡
駅
か
ら
工
場
に
至
る
引
込

線
1.67

km

が
敷
設
さ
れ
ま
し
た
。
線
路
は
、
鹿
島

参
宮
鉄
道
線
か
ら
分
岐
し
、
山
王
川
を
渡
っ
て

工
場
北
側
へ
伸
び
て
い
ま
す
。
引
込
線
内
で
の

貨
車
牽
引
作
業
は
、
鹿
島
参
宮
鉄
道
に
委
託
さ

れ
ま
し
た
が
、
戦
後
、
物
流
の
主
役
は
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
に
移
り
、
1987

［
昭
和
62

］
年
に
引
込
線

は
そ
の
使
命
を
終
え
ま
し
た
。 

 

原
料
と
な
る
サ
ツ
マ
イ
モ｢

茨
城
１
号(

通
称

イ
バ
イ
チ)

｣

は
、
鉾
田
方
面
か
ら
工
場
へ
搬
入
さ

れ
ま
し
た
。
工
場
の
生
産
能
力
は
年
産
3600

kl
。

戦
局
の
悪
化
に
よ
り
南
方
か
ら
の
石
油
輸
送

が
困
難
に
な
る
と
、
そ
の
代
替
燃
料
と
し
て
の

ア
ル
コ
ー
ル
の
重
要
度
が
さ
ら
に
増
大
し
、
石

岡
工
場
の
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。 

1944

［
昭
和
19
］
年
、
戦
時
統
合
に
よ
り
、
竜

崎
鉄
道(

佐
貫
～
竜
ケ
崎
。
現
関
東
鉄
道
竜
ヶ
崎
線)

・

常
南
自
動
車
株
式
会
社
を
合
併
し
ま
し
た
が
、

戦
局
は
悪
化
の
一
途
を
辿
り
、
本
土
決
戦
が
想

定
さ
れ
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
1945

年
、
鹿
島

灘
は
、
房
総
・
湘
南
海
岸
と
と
も
に
米
軍
上
陸

予
想
地
域
と
想
定
さ
れ
、
そ
の
防
備
増
強
が
急

が
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
鹿
島
参
宮
鉄
道
に

よ
る
、
本
土
防
衛
用
の
兵
員
と
軍
需
物
資
と
の

輸
送
が
急
増
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
鹿
島
参
宮

鉄
道
保
有
の
蒸
気
機
関
車
は
、
牽
引
力
不
足
だ

っ
た
の
で
、
こ
れ
を
補
う
た
め
に
、
国
鉄
の
機

関
車
が
鹿
島
参
宮
鉄
道
線
に
乗
り
入
れ
、
鹿
島

参
宮
鉄
道
の
機
関
車
と
の
重
連
運
転
で
、
多
数

の
貨
車
を
牽
引
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
鹿

島
参
宮
線
は
、
海
軍
向
け
物
資
も
運
び
ま
し
た
。

常
陸
小
川
駅
北
方
に
あ
っ
た
百
里
原
海
軍
航

空
隊(

現
航
空
自
衛
隊
百
里
基
地
・
茨
城
空
港)

へ
の
輸

送
で
、
同
隊
へ
の
積
荷
は
同
駅
が
取
り
扱
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
駅
で
は
、
百
里
原
海
軍

航
空
隊
に
所
属
す
る
隊
員
や
海
軍
予
備
学
生

も
乗
降
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
皮
肉
に

も
、
こ
の
時
期
が
鹿
島
参
宮
鉄
道
の
最
盛
期
と

な
り
ま
し
た
。 

 

2016

［
平
成
28

］
年
２
月
18

日
に
、
石
岡
駅
新

築
工
事
現
場
で
掘
り
起
こ
さ
れ
た
砲
弾
は
、
鹿

島
灘
の
本
土
防
衛
陣
地
に
運
ば
れ
る
予
定
で

し
た
が
、
終
戦
で
駅
に
放
置
さ
れ
、
そ
の
後
の

処
理
に
困
っ
て
埋
め
ら
れ
た
も
の
、
と
思
わ
れ

ま
す
。 

(注 1)

水
戸
地
方
専
売
局
石
岡
酒
精
工
場 

 

1979

［
昭
和
54

］
年
に
設
立
さ
れ
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業

開
発
機
構
に
移
管
さ
れ
た
同
工
場
で
は
、
石
油
代
替
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
係
る
研
究
が
始
め
ら
れ
た
。
1986

［
昭
和
61

］

年
末
に
は
、
年
産
3,000

kl
に
設
備
を
更
新
し
、
生
産
品
は
、

食
料
品
・
工
業
用
品
・
化
粧
品
・
医
薬
品
な
ど
、
多
岐
に

わ
た
っ
た
。
し
か
し
、
環
境
問
題
を
含
め
、
コ
ス
ト
面
な
ど

で
、
存
続
は
困
難
と
な
り
、
2002

［
平
成
14

］
年
に
閉
鎖
さ

れ
た
。 

 

関
東
鉄
道
鉾
田
線 

 

1965
年
～
1979
年 

 

1965

［
昭
和
40

］
年
、
常
総
筑
波
鉄
道(

常
総
線
・

筑
波
線)

と
鹿
島
参
宮
鉄
道(

鉾
田
線
・
竜
ヶ
崎
線)

と
が
対
等
合
併
し
て
、
関
東
鉄
道
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
関
東
鉄
道
は
、
常
総
線(

取
手
～
下
館)

・

筑
波
線(

土
浦
～
岩
瀬)

・
鉾
田
線(

石
岡
～
鉾
田)

・

竜
ヶ
崎
線(

佐
貫
～
竜
ヶ
崎)

の
４
つ
の
路
線
を

合
わ
せ
る
と
、
保
有
路
線
す
べ
て
が
非
電
化
の

鉄
道
会
社
と
し
て
は
、
日
本
最
長
の
キ
ロ
数 

(

123.1

km)

を
有
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
非
電
化

の
た
め
、
保
有
車
両
の
殆
ど
が
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ

ー
で
、
廃
止
あ
る
い
は
電
化
さ
れ
た
鉄
道
会
社

の
車
両
が
、
次
々
と
入
線
し
て
来
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
鉄
道
車
両
マ
ニ
ア
の
間
で
は
、
デ
ィ

第１６３号 

号 

号 

 

号 
鹿島鉄道（鹿鉄 かしてつ） 

  1924［大正 13］年に開業し、霞ヶ浦湖岸・鹿行台地を走り

続けてきた鹿島鉄道。沿線の中学・高校の生徒会によって結

成された「かしてつ応援団」の存続運動も実を結ばず、2007

［平成 19］年４月１日に廃止されました。 

（土浦一高・旧土浦中学とその周辺の物語） 

2023（令和５）年１月２４日   

茨城県立土浦第一高等学校  

進修同窓会旧本館活用委員会  

ＨＰ  http:www.sin-syu.jp/ 

 

進修同窓会 HP にアクセス 

土浦一高歩く会 八木蒔～浜 1988［昭和 63］年 11月２日 
前３両は三井芦別鉄道から、後２両は夕張鉄道から譲り受けた車両。 
ヘッドマークは旧本館に展示されている。 
（高 38回長津博樹『常陸野鉄道写真館』より） 

蒸
気
機
関
車
４
号
機 

九
州
鉄
道
が
購
入
し
た
ド

イ
ツ
・
ク
ラ
ウ
ス
製
蒸
気

機
関
車
。
国
鉄
買
収
を
経

て
、
1928
［
昭
和
３
］
年
、

鹿
島
参
宮
鉄
道
に
転
入
。

1971
［
昭
和
46
］
年
廃
車
。 

鹿
島
鉄
道
路
線
図 



  

 

ー
ゼ
ル
王
国
と
し
て
知
ら
れ
、｢

西
の
江
若
(注 2)

、

東
の
関
鉄｣

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
鹿
島
参

宮
鉄
道
は
関
東
鉄
道
鉾
田
線
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
こ
に
も
日
本
各
地
か
ら
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル

車
両
が
入
線
し
、
多
く
の
マ
ニ
ア
が
訪
れ
て
い

ま
し
た
。 

 

関
東
鉄
道
は
、
1975

年
頃
ま
で
は
何
と
か
経
営

を
維
持
し
て
い
ま
し
た
が
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
の
進
展
に
伴
い
経
営
が
悪
化
し
、
1979

年
に

鉾
田
線
と
筑
波
線
と
を
分
社
化
し
て
、
鉾
田
線

は
関
東
鉄
道
全
額
出
資
の
鹿
島
鉄
道
に
経
営

を
移
管
し
ま
し
た
。 

 

(注 2)

江
若 

 

江
若
鉄
道(

こ
う
じ
ゃ
く
て
つ
ど
う)

。
琵
琶
湖
西
岸
に
沿

って
浜
大
津
～
膳
所
間
2.2

km
、
浜
大
津
～
近
江
今
津
間

51.0

km
を
結
ん
で
い
た
、
1921

［
大
正
10
］
年
３
月
開
業
の
鉄

道
路
線
。
当
初
は｢

近
江｣

と｢

若
狭｣

と
を
結
ぶ
路
線
と

し
て
計
画
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
計
画
は
、
1974

［
昭
和
49
］
年

に
Ｊ
Ｒ
湖
西
線
の
山
科
～
近
江
塩
津
間
74.1

km
が
開
業

し
、
北
陸
本
線
と
結
ば
れ
る
こ
と
で
、
実
現
し
た
。 

 

鹿
島
鉄
道 

1979
年
～
2007
年 

 

鹿
島
鉄
道
は
、
1979

年
４
月
１
日
、
関
東
鉄
道

か
ら
の
分
社
化
に
よ
り
営
業
を
開
始
し
、
こ
の

と
き
同
時
に
筑
波
鉄
道
に
分
離
さ
れ
た
筑
波

線
も
、
営
業
を
始
め
ま
し
た
が
、
同
線
は
、
鹿

島
鉄
道
線
よ
り
先
の
1987

［
昭
和
62

］
年
に
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。
鹿
島
鉄
道
も
、
筑
波
鉄
道
と
同

様
に
経
営
は
決
し
て
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。 

 

土
浦
一
高
生
た
ち
は
、
経
営
難
に
喘
ぐ
鹿
島

鉄
道
を
少
し
で
も
助
け
よ
う
と
し
た
の
か
、
1988

年
の｢

歩
く
会｣

(

玉
造
町
駅
～
霞
ヶ
浦
大
橋
～
霞
ヶ
浦

湖
岸
～
本
校)

で
、
鹿
島
鉄
道
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
高
38

回
長
津
博
樹
は
、
HP
『
常
陸
野
鉄
道

写
真
館
』
の
中
で
、
こ
の
時
の
鹿
島
鉄
道
の
運

行
状
況
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。 

｢

『
土
浦
一
高
歩
く
会
号
』
キ
ハ
５
連  

 

1988

年
11

月
２
日
、
土
浦
一
高
の
学
校
行
事

｢

歩
く
会｣

の
学
生
団
体
輸
送
の
た
め
、
石
岡
～

玉
造
町
間
で
５
両
編
成
の
団
体
臨
時
列
車(

復

路
回
送)

が
運
転
さ
れ
た
。
当
日
は
、
朝
ラ
ッ
シ

ュ
時
に
定
期
列
車
の
折
り
返
し
運
用
で
運
行

さ
れ
た
た
め
、
早
朝
の
定
期
列
車(

石
岡
～
鉾
田

間)

１
往
復
も
５
両
編
成
で
運
転
さ
れ
た
。
編

成
は
鉾
田
方
か
ら
713-

712-

711-

715-

714

の
湘
南
型

編
成
で
組
成
さ
れ
、
前
後
に
は
同
高
の
鉄
道
愛

好
ク
ラ
ブ
が
作
成
し
た
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
が
取

り
付
け
ら
れ
た
。
な
お
、
朝
の
定
期
列
車
に
つ

い
て
は
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
を
隠
し
て
の
運
転
で

あ
っ
た
。｣

  

 
 

そ
の
後
も
経
営
は
苦
し
く
、
航
空
自
衛
隊
百

里
基
地
へ
の
航
空
燃
料
貨
物
輸
送
の
収
入
に

よ
っ
て
何
と
か
経
営
が
成
り
立
っ
て
い
る
状

況
で
し
た
。
し
か
し
、
2001

［
平
成
13

］
年
８
月

に
燃
料
輸
送
が
中
止
さ
れ
た
た
め
、
深
刻
な
経

営
難
に
陥
り
ま
し
た
。
同
年
12

月
に
は
、
貨
物

営
業
の
廃
止
が
決
ま
り
、
存
続
に
危
機
感
を
持

っ
た
沿
線
自
治
体
が
中
心
と
な
っ
て
、
茨
城
県

と
沿
線
自
治
体
と
で
組
織
す
る
鹿
島
鉄
道
対

策
協
議
会
が
発
足
し
、
2002

年
９
月
、
対
策
協
議

会
は
、
鹿
島
鉄
道
の
経
営
改
善
５
ケ
年
計
画
を

了
承
し
、
５
年
間
・
総
額
２
億
円
の
公
的
支
援

を
正
式
決
定
し
ま
し
た
。 

                

 

ま
た
、
公
的
支
援
の
正
式
決
定
前
の
2002

年
７

月
、
小
川
高
校
生
徒
会
の
呼
び
掛
け
で
、
沿
線

に
あ
る
中
学
校
や
高
等
学
校
の
生
徒
会
が
、

｢

か
し
て
つ
応
援
団｣

を
結
成
し
、
署
名
活
動
を

展
開
し
ま
し
た
。
同
応
援
団
は
、
公
的
支
援
が

正
式
決
定
さ
れ
た
後
も
署
名
運
動
や
募
金
活

動
な
ど
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
存
続
運
動
を
盛
ん
に

展
開
し
、
2003

年
10

月
、｢

地
方
鉄
道
の
活
性
化

に
貢
献
し
た｣

と
し
て
、
日
本
鉄
道
賞
の
表
彰

選
考
委
員
会
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
応
援

団
加
盟
校
は
、
石
岡
・
玉
里
・
小
川
南
・
小
川

北
・
玉
造
・
鉾
田
南
・
鉾
田
北
の
７
中
学
校
と
、

石
岡
一
・
石
岡
二
・
石
岡
商
・
八
郷
・
中
央
・

小
川
・
玉
造
工
業
・
鉾
田
一
・
鉾
田
二
の
９
高

校
、
計
16

校
に
上
っ
て
い
ま
す
。
鹿
島
鉄
道
線

の
存
続
運
動
が
盛
り
上
が
っ
た
の
は
、
同
応
援

団
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
、
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。 

        
 

         

し
か
し
状
況
は
好
転
せ
ず
、
関
東
鉄
道
は
、

2005

年
の｢

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス｣

の
開
業
に

よ
り
、
常
総
線
や
自
社
高
速
バ
ス
の
利
用
者
が

減
少
し
減
収
と
な
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
2007

年

度
以
降
の
経
営
支
援
を
行
わ
な
い
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
親
会
社
の
支

援
な
し
で
の
鉄
道
経
営
は
無
理
で
あ
る
と
し

て
、
鹿
島
鉄
道
は
、
2006

年
３
月
30

日
に
鹿
島
鉄

道
線
の
廃
止
届
を
提
出
し
ま
し
た
。
2006

年
３
月

末
時
点
で
の
累
積
欠
損
額
は
、
約
２
億
5500

万
円

に
上
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
鹿
島
鉄
道
対
策

協
議
会
も
、
2006

年
12

月
に
同
線
の
廃
止
を
決
定

し
、
鉄
道
線
は
2007

年
３
月
31

日
の
運
行
を
最
後

に
、
84

年
の
歴
史
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

 

廃
止
後
は
、
関
東
鉄
道
の
子
会
社
で
あ
る
関

鉄
グ
リ
ー
ン
バ
ス
が
代
替
バ
ス(

か
し
て
つ
バ

ス)

を
運
行
し
ま
し
た
が
、
走
行
す
る
国
道
355

号
線
の
渋
滞
で
定
時
運
転
は
難
し
く
、
利
用
者

の
さ
ら
な
る
減
少
を
招
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
2007

年
の
12

月
に
は
バ
ス
専
用
道
を
整

備
す
る
構
想
が
浮
上
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
鹿

島
鉄
道
線
の
廃
線
跡
の
う
ち
石
岡
～
四
箇
村

間
の
約
５
km

を
バ
ス
専
用
道
に
改
修
す
る
も

の
で
、
専
用
道
を
走
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
般

道
の
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
定
時

運
転
を
確
保
し
て
、
利
用
者
の
増
加
を
図
ろ
う

と
い
う
目
論
見
で
し
た
。
ま
た
、
当
時
は
、
航

空
自
衛
隊
百
里
基
地
の
民
間
共
用
化
事
業(

茨

城
空
港)

が
本
格
化
し
つ
つ
あ
り
、
茨
城
県
に
も
、

定
時
性
が
重
視
さ
れ
る
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス

交
通
機
関
と
し
て
、
専
用
道
バ
ス
を
運
転
し
た

い
、
と
い
う
考
え
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、

鹿
島
鉄
道
線
跡
地
の
バ
ス
専
用
道
化
は
一
気

に
話
が
進
み
、
鉄
道
廃
止
か
ら
３
年
後
の
2010

年
、

石
岡
～
四
箇
村
間
の
5.1

km

で
バ
ス
専
用
道
の

供
用
が
開
始
さ
れ(

計
画
区
間
は
石
岡
～
旧
常
陸
小
川

間
の
7.1

km)

、
定
時
性
と
速
達
性
と
を
備
え
た
バ

ス
を
運
行
す
る｢

地
方
型
Ｂ
Ｒ
Ｔ(

b
u

s
 

ra
p

id
 

tra
n

s
it

バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム)

｣

の
実
証
運
行
が

始
ま
り
ま
し
た
。
2012

年
度
か
ら
は
本
格
運
行
に

移
行
し
、
専
用
道
を
走
る
バ
ス
は
、
石
岡
～
鉾

田
間
を
結
ぶ｢

か
し
て
つ
バ
ス｣

と
、
石
岡
～
茨

城
空
港
間
を
結
ぶ｢

茨
城
空
港
連
絡
バ
ス｣

の

２
系
統
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

（
高
21

回 

松
井
泰
寿
）  

 
 
 
  

航空燃料輸送列車 桃浦～八木蒔 1988[昭和 63]年２月 
DD13367と DD901とが重連運転で牽引。 
（高 38回長津博樹『常陸野鉄道写真館』より） 

 

さよなら鹿島鉄道 KR501 桃浦～八木蒔 

2007［平成 19］年２月 
1989［平成元］年から４両が新造された KR500系
は鹿島鉄道時代に最初で最後の新造車となった。  
（高 38回長津博樹『常陸野鉄道写真館』より） 

 

（『むかしの写真・土浦』より） 


